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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　総合的な防災力が向上したまちづくりとは、

○「一線防御」から「多重防御」へ
　　従来の海岸堤防のみによる「一線防御」から、海岸堤防の嵩上げ、防災緑地、道路、土地利用の再編など、複数の手法を組み合わせた「多重防御」による総合的な防災力が向上したまちづくりを目指すものです。

○防災緑地整備の必要性
　　東日本大震災で、海岸防災林が津波被害の軽減効果を発揮しました。
　　このため、福島県沿岸部の復興まちづくりの一環として、県で防災緑地の整備を進めることとしました。

　左の図に示した箇所は復興まちづくりに取り組んでいる地区です。
　後ほど、代表事例としていわき市の久之浜地区の取組みについて紹介させていただきます。
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